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Ⅰ.平成２７年度サイエンスメンター制度事業研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 今号では２０１６年３月２９日（火）に、平成２７年度サ

イエンスメンター制度事業の研究発表会が日本財団ビル２階

の大会議室で開催されましたのでその様子をお届けします。

当日は１９組２１名のメンティが発表に集いました。 
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 ２０１５年度は初めて一般公募した年になります。高校１０校、

高専１校、出身は宮城、栃木、茨城、東京、神奈川、静岡、奈良、

岡山、愛媛の１都８県からでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日は晴天に恵まれ、予定通り、午前１０時から開催されました。 

 研究発表８分、質疑（＋講演準備）７分の合計１５分の持ち時間

で進めたところ、全員が時間内で発表し、どの発表も限られた時間

内で分かり易く、説得力のある発表でした。中には、専門研究者で

も実施していないバックグランドミュージックや効果音も入れ込ん

だ発表技術で聴衆を魅了したメンティもいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表会会場、開始前の様子 

大島会長の挨拶 

愛媛県立長浜高校の山本さん（左）、 

重松さん（右） 

神奈川県立神奈川総合高校の月森さん 
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 報道関係者も入れると１００名近い参加者があり、メンター、メ

ンティ、関係者から活発な質疑がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答風景② 

岡山県立倉敷天城高校の大野さん 

宮城県古川黎明高校 鈴木さん 

質疑応答風景① 

東京都立戸山高校の安藤さん 

茨城県立並木中等教育学校 
の遠山さん 

東京都立戸山高校の安次富さん 

東京都立戸山高校の佐藤さん 

東京都立戸山高校の香取さん 

東京都立戸山高校の小林さん 

東京都立戸山高校の北野さん 
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 メンター制度の担当者として、１年間利用されたメンティ皆さん

の発表をどうしても拝見したかったので、当日は松葉づえで駆けつ

け、座ったまま司会進行をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都立戸山高校の森永さん 

静岡県立科学技術高校の折口さん 

奈良工業高等専門学校 西岡さん 

海城中学高等学校 右田さん 

海城中学高等学校 清水さん 

海城中学高等学校 廣木さん 

文京学院大学女子高校吉田さん（左） 

岡部さん（右） 

國學院大學栃木高校の大原さん 
高橋正征チェアの講評風景 
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Ⅱ．当日のプログラム紹介 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２５年から始まったサイエンスメンター制度の研

究発表会は今回で第３回を迎えました。発表時間や実施方

法などは何が最良なのか、いろいろと試行しているところ

です。平成２７年度は研究テーマが最多の１９組で、１日

ですべての発表を行うのは大変かと思いましたがメンテ

ィの皆さんは集中力を切らさず、最後まで熱心に他のメン

ティの発表に聞き入っていました。 
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Ⅲ.ＯＢから後輩へのメッセージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究発表会に参加したメンティたちから１年間、制度を

利用した経験を踏まえて後輩たちへのアドバイスをお願

いしました。ここで先輩たちの声をお届いたしますので研

究と制度利用に是非、役立ててください。 

 非常に貴重な体験だった。 

 色々な実験が可能になるから本当によい。 

 4月、5月で計画をしっかりと立てておくと良い。 

 とにかく意見交換するべきだと思う。 

 専門分野の先生からアドバイスがもらえて、研究内容を深める

ことができるので科学好きの人にはおすすめしたい。 

 自分の研究だから自分の考えを大切にして！分からない事があ

れば大学の先生たちがいくらでも助けてくれます。 

 サイエンスメンター制度はメンターの先生との交流で自分の研

究をより良くしていくことができる。最大限に利用して、研究

を作り上げてください。 

 大学の教授に自分の研究の面倒を見ていただけるのはとても貴

重な体験なので、後悔のないようにしっかりとディスカッショ

ンしてほしい。 

 この制度は専門の先生のアドバイスを直接もらえる良い機会で

す。 

 大学の先生はとても優しいので積極的にメールをしてアドバイ

スをいただくと良い。 

 先生からなるべく多くのことを学ぼうとすることが大事。 

 先生と話せる機会をどうにかしてもって、どういう人なのか知

る。 

 大学の先生と連絡が取れる機会はそうそうありません。めった

にないチャンスだと思って是非、積極的にメンターの先生に頼

ってください。 

 メンター制度は大学の先生に専門的な内容まで指導していただ

けるまたとないチャンスです。大学の先生にアドバイスしてい

ただくことで、「高校生ができる研究」以上のことができるから

是非たくさん活用して欲しい。 

 

 

 

 

 

懇親会会場の風景 
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～事務局 加瀬より～ 

 配信が遅れておりましたサイエンスメンターニュースですが、発表会の様子まで５月中にお届することができました。 

 メンティ・先生・メンターのどなたでも、ニュースやニュースレターに関して、ご希望があれば遠慮なく事務局にご連絡

下さい。また、こんな情報を載せたい・知りたいというご要望をお寄せいただいても結構です。 

 実際に利用してみてのメンティ皆さんが感じたことなので説得力があります。１年間

は長いようであっという間でせっかくの機会なので有効活用してください。 
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 大変なことも多いけど。自分の興味や知識を深める機会になるのでがんばってください。 

 不安だろうけど、がんばってください。 

 メンター制度では、自ら興味を持っている分野について自由に限りなく追及することができる。

事務局の方やメンターにフォローしてもらえるので、メンティは結果がうまくいかずとも責任を

もってやりきる義務が生じないのは確かだが、その覚悟があれば大変、意義があると思う。 

 甘い考えで取り組まないでください。研究者（メンター）は忙しい中、私達に協力してくれてい

ます。感謝を忘れずに！ 

 好奇心を貫けば必ず楽しいメンター制度ライフを送れると思う。 

 本当に１年間続けられるかをもう一度考えるべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表会会場の風景 

研究発表会集合写真 


